
平成年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

る
貨
物
に
つ
き
同
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
輸
出
者
が
行
う
輸
出
申
告
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。）」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
特
定
輸
出
申
告
（
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
輸
出
者
が
行

う
輸
出
申
告
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
特
定
委
託
輸
出
申
告
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
委
託
輸
出
者
が
行
う
輸
出

申
告
を
い
う
。
第
七
十
九
条
の
四
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
特
定
製
造
貨
物
輸
出
申
告
」
を
「
特
定
委
託
輸
出

申
告
、
特
定
製
造
貨
物
輸
出
申
告
及
び
特
定
輸
出
申
告
」
に
、「
前
各
項
」
を
「
前
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

四
項
と
す
る
。

第
六
章
第
二
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
二
節
の
二

輸
入
申
告
の
特
例

（
輸
入
申
告
の
特
例
）

第
六
十
七
条
の
十
九

特
例
輸
入
者
又
は
特
例
委
託
輸
入
者
は
、
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
（
輸
出
申

告
又
は
輸
入
申
告
の
手
続
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
い
ず
れ
か
の
税
関
長
に

対
し
て
輸
入
申
告
（
政
令
で
定
め
る
貨
物
に
係
る
も
の
を
除
く
。）を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
貨
物
の
検
査
に
係
る
権
限
の
委
任
）

第
六
十
八
条
の
二

税
関
長
は
、
第
六
十
七
条
（
輸
出
又
は
輸
入
の
許
可
）
の
規
定
に
よ
る
申
告
に
係
る
貨
物
が
他

の
税
関
長
の
所
属
す
る
税
関
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
貨
物
に
つ
き
同
条
の
規
定
に
よ
る
検

査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
他
の
税
関
長
に
対
し
、
当
該
検
査
に
係
る
権
限
を
委
任
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
六
十
九
条
第
二
項
中「（
輸
出
又
は
輸
入
の
許
可
）」を
削
り
、「
者
は
、」の
下
に
「
当
該
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る

貨
物
の
置
か
れ
て
い
る
場
所
を
所
轄
す
る
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
且
つ
」
を
「
か
つ
」
に
改
め
る
。

第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
第
四
号
中
「
、
第
十
一
号
又
は
第
十
二
号
」
を
「
又
は
第
十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
」

に
改
め
、「
第
五
号
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
七
号
」
を
加
え
る
。

第
六
十
九
条
の
三
第
一
項
中
「
こ
の
条
か
ら
第
六
十
九
条
の
十
ま
で
」
を
「
こ
の
款
」
に
、「
次
条
か
ら
第
六
十
九

条
の
八
ま
で
」
を
「
以
下
こ
の
款
」
に
改
め
る
。

第
六
十
九
条
の
四
第
一
項
中
「
不
正
競
争
防
止
法
」
を
「
当
該
貨
物
が
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
第
四
号
（
輸
出

し
て
は
な
ら
な
い
貨
物
）
に
掲
げ
る
貨
物
（
不
正
競
争
防
止
法
第
二
条
第
一
項
第
十
号
（
定
義
）
に
係
る
も
の
を
除

く
。）で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
法
」
に
改
め
、「（
定
義
）」を
削
り
、「
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

経
済
産
業
大
臣
の
意
見
を
」
を
「
の
意
見
を
、
当
該
貨
物
が
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
貨
物
（
同

法
第
二
条
第
一
項
第
十
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。）で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
貨
物
が
同
法
第
二
条
第
一
項
第
十

号
に
規
定
す
る
不
正
使
用
行
為
に
よ
り
生
じ
た
物
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該
貨
物
を
輸
出
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
が
当

該
貨
物
を
譲
り
受
け
た
時
に
当
該
貨
物
が
当
該
不
正
使
用
行
為
に
よ
り
生
じ
た
物
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
か
つ
、

知
ら
な
い
こ
と
に
つ
き
重
大
な
過
失
が
な
い
者
で
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
認
定
を
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
経
済
産
業
大
臣
に
」
に
改
め
、「
そ
の
意
見
」
の
下
に
「
又
は
認
定
の
内
容
」
を
加
え
る
。

第
六
十
九
条
の
五
た
だ
し
書
中
「
意
見
」
の
下
に
「
又
は
認
定
」
を
加
え
る
。

第
六
十
九
条
の
七
第
一
項
中
「
又
は
意
匠
権
を
侵
害
す
る
貨
物
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
」
を
「
若
し
く
は

意
匠
権
を
侵
害
す
る
貨
物
又
は
不
正
競
争
防
止
法
第
二
条
第
一
項
第
十
号
（
定
義
）
に
掲
げ
る
行
為
（
同
法
第
十
九

条
第
一
項
第
七
号
（
適
用
除
外
等
）
に
定
め
る
行
為
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
九
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
組
成

す
る
貨
物
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
」
に
、「
当
該
貨
物
」
を
「
こ
れ
ら
の
貨
物
」
に
、「
又
は
意
匠
権
者
」
を

「
、
意
匠
権
者
又
は
不
正
競
争
差
止
請
求
権
者
（
同
法
第
二
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
行
為
を
組
成
す
る
貨
物
に

係
る
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
、
第
九
項
及
び
第
六
十
九
条
の
十
第
一
項
（
輸
出
し
て
は
な
ら
な
い
貨
物
に
係
る
認

定
手
続
を
取
り
や
め
る
こ
と
の
求
め
等
）
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
改
め
、「（
輸
出
し
て
は
な
ら
な
い
貨
物
に
係
る
認

定
手
続
を
取
り
や
め
る
こ
と
の
求
め
等
）」を
削
り
、「
が
当
該
特
許
権
者
等
」
の
下
に「（
不
正
競
争
差
止
請
求
権
者
を

除
く
。）」
を
加
え
、「
関
し
、」を
「
つ
い
て
の
認
定
手
続
が
執
ら
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
」
に
、「
の
範
囲
」
を
「
の
範

囲
等
」
に
改
め
、「
聴
く
こ
と
を
」
の
下
に
「
、
当
該
認
定
手
続
に
係
る
貨
物
が
当
該
特
許
権
者
等
（
不
正
競
争
差
止

請
求
権
者
に
限
る
。）に
係
る
不
正
競
争
防
止
法
第
二
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
行
為
を
組
成
す
る
貨
物
に
該
当
す

る
か
否
か
に
つ
い
て
の
認
定
手
続
が
執
ら
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
認
定
手
続
に
係
る
貨
物
が
同
号
に
掲
げ
る
行

為
を
組
成
す
る
貨
物
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
経
済
産
業
大
臣
の
意
見
を
聴
く
こ
と
を
」
を
加
え
、
同
条
第
二

項
中
「
、
特
許
庁
長
官
」
を
「
、
経
済
産
業
大
臣
又
は
特
許
庁
長
官
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
第
六
十
九
条

の
二
第
一
項
第
三
号
」
の
下
に
「
又
は
第
四
号
」
を
加
え
、「
特
許
庁
長
官
」
を「
経
済
産
業
大
臣
又
は
特
許
庁
長
官
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
中
「
特
許
庁
長
官
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
特
許
庁
長
官
」
に

改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
特
許
庁
長
官
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
特
許
庁
長
官
」
に
改
め
、「
第
六
十
九
条
の
二
第

一
項
第
三
号
」
の
下
に
「
又
は
第
四
号
」
を
加
え
、「
同
号
」
を
「
同
条
第
一
項
第
三
号
又
は
第
四
号
」
に
改
め
、
同

条
第
八
項
中
「
特
許
庁
長
官
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
特
許
庁
長
官
」
に
改
め
、「
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
第
三

号
」
の
下
に
「
又
は
第
四
号
」
を
加
え
、「
同
号
」
を
「
同
条
第
一
項
第
三
号
又
は
第
四
号
」
に
、「
第
六
十
九
条
の
六

第
十
項
（
輸
出
差
止
申
立
て
に
係
る
供
託
等
）」を
「
前
条
第
十
項
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
、
特
許
権
、
実
用

新
案
権
又
は
意
匠
権
を
侵
害
す
る
」
を
「
、
特
許
権
、
実
用
新
案
権
若
し
く
は
意
匠
権
を
侵
害
す
る
貨
物
又
は
不
正

競
争
防
止
法
第
二
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
行
為
を
組
成
す
る
」
に
、「
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
許
庁

長
官
に
対
し
、」を
「
特
許
権
、
実
用
新
案
権
又
は
意
匠
権
を
侵
害
す
る
貨
物
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
認
定

手
続
が
執
ら
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
」
に
、「
特
許
権
者
等
」
を
「
当
該
貨
物
に
係
る
特
許
権
者
等
（
不
正
競
争
差
止

請
求
権
者
を
除
く
。）」
に
、「
意
見
を
」
を
「
の
意
見
を
特
許
庁
長
官
に
、
同
号
に
掲
げ
る
行
為
を
組
成
す
る
貨
物
に

該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
認
定
手
続
が
執
ら
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
認
定
手
続
に
係
る
貨
物
が
当
該
貨
物

に
係
る
特
許
権
者
等
（
不
正
競
争
差
止
請
求
権
者
に
限
る
。）に
係
る
同
号
に
掲
げ
る
行
為
を
組
成
す
る
貨
物
に
該
当

す
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
意
見
を
経
済
産
業
大
臣
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、」に
改
め
る
。

第
六
十
九
条
の
八
第
一
項
中
「
）
に
掲
げ
る
貨
物
」
の
下
に「（
不
正
競
争
防
止
法
第
二
条
第
一
項
第
十
号（
定
義
）

に
係
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
六
十
九
条
の
十
第
一
項
中
「
又
は
意
匠
権
者
」
を
「
、
意
匠
権
者
又
は
不
正
競
争
差
止
請
求
権
者
」
に
改
め
、

同
項
各
号
中
「
特
許
庁
長
官
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
特
許
庁
長
官
」
に
改
め
る
。

第
六
十
九
条
の
十
一
第
一
項
第
五
号
の
二
中
「
定
義
」
を
「
定
義
等
」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
中
「
、
第
十
一
号

又
は
第
十
二
号
」
を
「
又
は
第
十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
」
に
改
め
、「
第
五
号
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
七
号
」
を
加

え
る
。

第
六
十
九
条
の
十
二
第
一
項
中
「
こ
の
条
か
ら
第
六
十
九
条
の
二
十
ま
で
」
を
「
こ
の
款
」
に
、「
次
条
か
ら
第
六

十
九
条
の
十
八
ま
で
」
を
「
以
下
こ
の
款
」
に
改
め
る
。

第
六
十
九
条
の
十
三
第
一
項
中
「
不
正
競
争
防
止
法
」
を「
当
該
貨
物
が
第
六
十
九
条
の
十
一
第
一
項
第
十
号（
輸

入
し
て
は
な
ら
な
い
貨
物
）
に
掲
げ
る
貨
物
（
不
正
競
争
防
止
法
第
二
条
第
一
項
第
十
号
（
定
義
）
に
係
る
も
の
を

除
く
。）で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
法
」
に
改
め
、「（
定
義
）」を
削
り
、「
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
経
済
産
業
大
臣
の
意
見
を
」
を
「
の
意
見
を
、
当
該
貨
物
が
第
六
十
九
条
の
十
一
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
貨

物
（
同
法
第
二
条
第
一
項
第
十
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。）で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
貨
物
が
同
法
第
二
条
第
一

項
第
十
号
に
規
定
す
る
不
正
使
用
行
為
に
よ
り
生
じ
た
物
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該
貨
物
を
輸
入
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

者
が
当
該
貨
物
を
譲
り
受
け
た
時
に
当
該
貨
物
が
当
該
不
正
使
用
行
為
に
よ
り
生
じ
た
物
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、

か
つ
、
知
ら
な
い
こ
と
に
つ
き
重
大
な
過
失
が
な
い
者
で
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
認
定
を
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
経
済
産
業
大
臣
に
」
に
改
め
、「
そ
の
意
見
」
の
下
に
「
又
は
認
定
の
内
容
」
を
加
え
る
。

第
六
十
九
条
の
十
四
た
だ
し
書
中
「
意
見
」
の
下
に
「
又
は
認
定
」
を
加
え
る
。

第
六
十
九
条
の
十
七
第
一
項
中
「
又
は
意
匠
権
を
侵
害
す
る
貨
物
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
」
を
「
若
し
く

は
意
匠
権
を
侵
害
す
る
貨
物
又
は
不
正
競
争
防
止
法
第
二
条
第
一
項
第
十
号
（
定
義
）
に
掲
げ
る
行
為
（
同
法
第
十

九
条
第
一
項
第
七
号
（
適
用
除
外
等
）
に
定
め
る
行
為
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
九
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
組

成
す
る
貨
物
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
」
に
、「
当
該
貨
物
」
を
「
こ
れ
ら
の
貨
物
」
に
、「
又
は
意
匠
権
者
」
を

「
、
意
匠
権
者
又
は
不
正
競
争
差
止
請
求
権
者
（
同
法
第
二
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
行
為
を
組
成
す
る
貨
物
に

係
る
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
、
第
九
項
及
び
第
六
十
九
条
の
二
十
第
一
項
（
輸
入
し
て
は
な
ら
な
い
貨
物
に
係
る

認
定
手
続
を
取
り
や
め
る
こ
と
の
求
め
等
）
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
改
め
、「（
輸
入
し
て
は
な
ら
な
い
貨
物
に
係
る

認
定
手
続
を
取
り
や
め
る
こ
と
の
求
め
等
）」を
削
り
、「
が
当
該
特
許
権
者
等
」
の
下
に「（
不
正
競
争
差
止
請
求
権
者

を
除
く
。）」
を
加
え
、「
関
し
、」を
「
つ
い
て
の
認
定
手
続
が
執
ら
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
」
に
、「
の
範
囲
」
を
「
の

範
囲
等
」
に
改
め
、「
聴
く
こ
と
を
」
の
下
に
「
、
当
該
認
定
手
続
に
係
る
貨
物
が
当
該
特
許
権
者
等
（
不
正
競
争
差


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